
11	 広報いわぬま2023.5月号 広報いわぬま2023.5月号	 10

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　
地
域
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
市
町
村
、

県
の
審
査
を
経
て
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
る
非
常
勤
の
特
別
職
の
地
方
公

務
員
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

す
る
た
め
、
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
は
基
本
的
に
行
政
区
ご

と
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
や
子
育

て
の
相
談
な
ど
を
専
門
と
す
る
主
任
児
童

委
員
も
小
学
校
区
ご
と
に
1
人
ず
つ
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
民
生
委
員
法
お
よ
び
児
童
福
祉
法
に
基

づ
い
た
活
動
を
し
て
お
り
、
守
秘
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
が
あ
る
場
合
に

は
、
気
軽
に
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員・児
童
委
員
の
主
な
活
動

①
身
近
な
相
談
相
手

　
担
当
地
区
で
生
活
す
る
住
民
の
一
員
と

し
て
、
住
民
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
上

の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
応
じ
ま
す
。

②
見
守
り

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害
が
あ
る

方
の
自
宅
を
訪
ね
て
相
談
に
応
じ
、
安
全

安
心
に
生
活
し
て
い
る
か
な
ど
を
見
守
り

ま
す
。

③
つ
な
ぎ
役

　
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
の
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
つ
な
ぎ
役
で
あ
り
、

専
門
職
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
具
体
的

な
生
活
支
援
や
金
銭
の
取
り
扱
い
を
伴
う

支
援
を
行
う
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
任
児
童
委
員
の
主
な
活
動

①�

学
校
や
児
童
福
祉
の
関
係
機
関
と
の
つ

な
ぎ
役

②�

子
ど
も
の
見
守
り
や
子
育
て
世
代
の
相

談
相
手

③�

放
課
後
子
ど
も
教
室
（
の
び
や
か
教

室
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

岩
沼
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
民
児
協
）
の
活
動

　
市
の
す
べ
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
こ
の
協
議
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
母
子・児
童・障
害・
高
齢
の
4
つ
の
研

究
部
会
が
あ
り
、
研
修
や
委
員
同
士
の
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
に

一
度
行
う
定
例
会
で
は
、
市
や
関
係
団
体

か
ら
の
情
報
提
供
や
研
修
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
令
和
5
年
4
月
か
ら
、
協
議
会
の
事
務

局
を
市
か
ら
岩
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

移
管
し
て
い
ま
す
。

遊
び
場
マ
ッ
プ

　
遊
び
場
マ
ッ
プ
は
、
市
内
の
身
近
な
公

園
や
子
育
て
支
援
施
設
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
岩
沼
弁
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
楽
し
い
仕
掛
け
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

配
布
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
東

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
J　’s

キ
ッ
ズ

▲遊び場マップ

▲のびやか教室の様子▲�学区別研修会

5
月
12
日
は
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す

～
支
え
合
う
　
住
み
よ
い
社
会
　
地
域
か
ら
～

問
／
社
会
福
祉
課
（
☎
35
―
7
7
5
1
）

お 知 ら せ
I n f o r m a t i o n
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制度が変更となりました
　生涯学習振興事業助成金のうち、東北大会や全国大会へ出場する個人または団体を対象とするものにつ
いては、手続きを簡素化し、令和5年度から岩沼市スポーツ・文化振興報奨金として交付を行います。
岩沼市生涯学習振興事業助成金
対象団体・個人／市内に住所または団体の本拠を有し、文化・スポーツ振興活動を行っている個人または
団体　※市内に住所を有する方のみ対象となります。
対象事業／
・�文化振興事業：市内で実施する文化振興活動事業で、広く市民に公開され、助成を受けないと開催が困
難と認められるもので、他からの助成を受けないもの
・�スポーツ振興事業：市内でスポーツ振興のための講習会などを実施する場合で、他からの助成を受けな
いもの
対象経費／出演費、会場費、謝金、印刷費など

各振興事業名 内　　　容 助成金額

文化振興事業・
スポーツ振興事業 個人・団体

・文化的事業開催の場合
　（コンサートなどの開催）
・スポーツ振興事業開催の場合
　（講習会など）

対象経費の2分の1以内
（限度額200,000円）

助成の流れ／①事業実施14日前までに申請書、事業計画書を提出、②審査会で助成額決定、③事業実施後に�
実績報告書の提出、④助成金振り込み
提出関係書類／申請書、事業計画書、収支予算書、その他事業に関する資料
岩沼市スポーツ・文化振興報奨金
対象団体・個人／市内に住所または団体の本拠を有する個人または団体（小・中学生の場合は引率者を含
む）※市内に住所を有する方のみ対象となります。
対象事業／スポーツ競技者が県予選などを勝ち抜いて東北大会以上の大会に出場する場合で、他からの助
成を受けないもの（中学校体育連盟主催の大会を含む）または文化的コンクールなどで県予選などを勝
ち抜いて東北大会以上の大会に出場する場合で、他からの助成を受けないもの
交付金額／ 内容 報奨金額

個人
東北大会出場 10,000円
全国大会出場 20,000円
国際大会出場 50,000円

団体
東北大会出場 10,000円×出場人数（限度額200,000円）
全国大会出場 20,000円×出場人数（限度額200,000円）
国際大会出場 50,000円×出場人数（限度額200,000円）

助成の流れ／①大会終了後に申請書などを提出、②担当課で内容を確認、③報奨金振り込み
提出関係書類／申請書、地区予選などを経て出場権を獲得し出場したことが分かるもの、大会開催要項、
選手名簿（出場者名簿）、大会結果が分かるもの。団体の場合、市内に本拠を有することが分かるもの
※詳しくは、問い合わせください。
申込・問／生涯学習課（市民会館内☎23-0844）

環境審議会から答申
　3月29日、岩沼市環境審議会から市長へ「岩沼市地球温暖化対策
実行計画（区域施策編）案」の報告がありました。
　岩沼市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）は、市の2050年ゼ
ロカーボンシティの実現に向けて、より一層の地球温暖化対策に向け
た意識向上を図るとともに、市民、事業者、行政がともに具体的な施
策を推進するための計画で、2030年度までを計画期間としています。

▲岩沼市環境審議会井上千弘会長（右）

岩沼市生涯学習振興事業助成金と岩沼市スポーツ・文化振興報奨金のお知らせ

お 知 ら せ
I n f o r m a t i o n
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